
江
戸
時
代
の
日
本
に
お
け
る
蘭
学
の
由
来
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
医
療

界
の
中
で
の
性
格
や
学
統
を
知
る
た
め
に
は
、
一
八
世
紀
の
ヨ
ー
ロ

ッ
・
〈
の
医
療
界
の
構
造
を
知
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
後

述
す
る
よ
う
な
理
由
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
医
療
界
の
構
造
に
つ
い
て

は
、
従
来
正
確
に
は
日
本
に
紹
介
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

演
者
は
昨
年
、
一
年
間
半
オ
ラ
ン
ダ
・
ド
イ
ツ
等
に
滞
在
し
、
そ

の
点
を
調
査
し
た
。
公
文
書
に
残
さ
れ
て
い
る
記
録
を
調
査
（
拙
著

「
オ
ラ
ン
ダ
の
一
都
市
に
お
け
る
一
七
世
紀
末
か
ら
一
九
世
紀
後
半
に
至
る

医
療
職
の
構
造
」
『
医
学
史
研
究
一
六
五
・
六
六
合
併
号
、
一
九
九
一
年
刊

参
照
）
す
る
と
共
に
、
オ
ラ
ン
ダ
医
学
史
の
社
会
史
的
な
論
文
（
石

田
及
ハ
ゥ
ス
マ
ン
共
著
「
Ｃ
口
”
。
一
向
と
は
何
か
？
ｌ
オ
ラ
ン
ダ
連
邦
共
和
国

時
代
の
巡
回
医
療
職
に
つ
い
て
」
『
医
諏
」
復
刊
六
一
号
、
一
九
九
一
年
刊
参

48

十
八
世
紀
オ
ラ
ン
ダ
の
医
療
界
の
構
造

と
閏
学

石
田
純
郎

照
）
や
、
絵
画
史
料
を
利
用
し
て
、
複
雑
な
一
八
世
紀
（
一
七
五
○
年

を
想
定
）
の
医
療
構
造
の
解
明
に
つ
と
め
た
。
そ
し
て
身
分
格
差
の

あ
る
左
記
の
四
二
の
医
療
職
に
分
類
し
た
。

学
医
１
”
大
学
教
授

公
認
医
２
”
Ｍ
Ｄ
（
内
科
医
）
、
３
”
Ｍ
Ｄ
外
科
医
、
４
蛆
ギ
ル
ド
外

科
医
（
床
屋
兼
業
）
、
５
“
ギ
ル
ド
船
外
科
医
、
６
￥
植
民
地
医

公
認
職
７
”
専
門
床
屋
Ⅱ
穗
血
師

Ｃ
呂
騨
烏
（
巡
回
医
療
職
）
Ａ
専
門
職
、
公
認
ま
た
は
、
ハ
ー
ト
公
認
、

８
《
結
石
摘
出
医
、
９
》
ヘ
ル
ニ
ア
修
復
師
、
ｍ
“
目
医
者
、
ｕ
》

歯
医
者
、
哩
“
施
術
者

Ｐ
臣
國
島
（
巡
回
医
療
職
）
Ｂ
巡
回
大
衆
医
、
未
公
認
、
過
“
民
間
治

療
師
、
皿
》
薬
商
、
巧
“
行
商
医
、
略
”
骨
つ
ぎ
、
Ⅳ
》
肉
眼
的
検

尿
者
、
巧
い
秘
密
の
医
薬
商
、
⑲
恥
吸
玉
師

⑤
屋
騨
烏
（
巡
回
医
療
職
）
Ｃ
イ
娑
一
ノ
キ
医
、
加
岬
手
品
医
（
摘
石
師
）
、

虹
《
ジ
プ
シ
ー
、
躯
》
魔
女
、
認
》
悪
魔
払
い

公
認
産
科
職
型
》
産
科
医
（
Ｍ
Ｄ
又
は
外
科
医
）
、
妬
￥
正
産
婆
、

妬
“
准
産
婆

薬
扱
者
”
《
薬
剤
師
、
詔
《
薬
店
ｅ
昌
謁
璽
）
、
刃
“
化
学
薬
店

（
○
一
〕
①
目
〕
一
の
《
）
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そ
の
他
の
異
質
は
医
療
（
学
）
職
鋤
”
解
剖
手
、
瓢
《
聖
職
者
（
修

道
士
）
、
鋤
”
聖
職
者
（
修
道
女
）
、
詔
》
『
一
ダ
ャ
人
医
療
職
、
鍵
”
王

様
（
ロ
ィ
ャ
ル
タ
ッ
チ
）

公
職
（
町
関
係
）
調
《
町
内
科
医
、
拓
”
町
外
科
医
、
師
“
町
産
科

医
、
詔
》
町
薬
剤
師
、
妬
・
妬
“
町
産
婆
（
正
・
准
）

公
職
（
王
関
係
）
調
ゞ
侍
医
、
蛆
》
軍
医

公
職
（
収
容
施
設
管
理
者
）
狐
《
理
事
、
狸
》
女
理
事

フ
ラ
ン
ス
革
命
と
そ
れ
に
続
く
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
よ
る
社
会
変
動

後
、
国
が
中
央
集
権
化
さ
れ
、
医
師
の
資
格
が
均
質
化
の
方
向
に
向

う
ま
で
、
こ
う
し
た
極
め
て
複
雑
な
医
療
構
造
が
存
在
し
た
。

そ
し
て
医
学
史
と
い
う
も
の
は
、
一
九
世
紀
に
１
，
２
，
３
に
起

源
を
発
す
る
大
学
の
医
療
人
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
た
め
に
、
そ
の
中

に
登
場
す
る
人
物
は
、
ほ
ぼ
１
，
２
，
３
、
型
に
限
ら
れ
、
４
に
な

る
と
軽
視
さ
れ
、
５
以
下
は
無
視
あ
る
い
は
蔑
視
さ
れ
る
。
そ
れ
が

一
八
世
紀
の
ヨ
ー
ロ
ッ
・
〈
の
医
療
界
が
、
正
確
庭
日
本
に
紹
介
さ
れ

な
か
っ
た
主
な
理
由
で
あ
る
。
本
来
巡
回
医
療
職
で
あ
っ
た
Ｃ
巨
色
鼻

が
、
現
在
「
ヤ
ブ
医
者
、
ニ
セ
医
者
」
と
理
解
さ
れ
て
い
る
の
も
そ

の
理
由
に
よ
る
。
ま
た
現
在
、
日
本
語
で
気
楽
に
読
め
る
本
、
例
え

ば
川
喜
田
愛
郎
著
『
近
代
医
学
の
史
的
基
盤
』
も
、
酒
井
シ
ヅ
他
訳

『
医
学
の
歴
史
』
も
、
こ
の
保
守
的
な
史
観
に
た
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
日
本
の
受
容
し
た
蘭
学
の
、
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
学
界
に

か
か
わ
る
医
療
職
種
は
、
３
，
４
，
５
，
６
が
主
体
で
あ
り
上
記
の

一
般
的
な
西
洋
医
学
界
史
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
職
種
と
く
い
違
っ
て

い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
蘭
学
害
の
原
著
者
た
ち
の
履
歴
は
調
べ
に
く
か

っ
た
の
で
み
の
る
。

形
而
上
性
の
高
か
っ
た
知
識
を
持
っ
た
医
療
職
（
１
，
２
）
よ
り

も
、
ギ
ル
ド
外
科
医
（
４
）
の
方
が
、
技
術
的
庭
は
む
し
ろ
秀
れ
て

い
た
と
い
う
点
が
、
大
切
で
あ
る
。
そ
う
し
た
理
由
か
ら
、
日
本
の

受
容
し
た
蘭
学
原
書
が
、
「
初
心
者
用
」
（
酒
井
シ
ヅ
著
一
一
日
本
の
医
療

史
』
二
七
八
頁
）
と
か
、
「
程
度
が
高
く
な
い
」
（
同
掲
書
三
六
一
頁
）
と

考
え
る
こ
と
は
誤
っ
て
い
る
。

日
本
は
、
蘭
医
学
に
お
い
て
も
、
明
治
初
期
の
独
医
学
に
お
い
て

も
、
こ
う
し
た
技
術
に
は
秀
れ
て
は
い
る
が
、
思
想
性
の
乏
し
い
外

科
医
界
の
医
学
を
、
内
科
・
薬
学
も
含
め
、
受
容
し
た
の
で
あ
る
。

（
新
見
女
子
短
大
）
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